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研究成果の概要（和文）：本研究課題の主たる研究成果は以下の通りである。
１．女性登場人物の男装を含む英米の児童文学作品の調査・分析を行い、重要と思われる男装の登場人物のデータベー
スを作成した。  ２．男装に焦点を当てて日本の少女漫画を調査・分析し、重要な男装の登場人物のデータベース化を
行った。  ３．フェミニズム童話を始めとする、ジェンダーにとらわれない女性像を描いている作品についても研究を
行った。  ４．国際学会および国内学会において計5件の学会発表を行った。加えて、2014年6月にも学会発表を予定し
ている。  ５．男装に関する論文2件を発表した。

研究成果の概要（英文）：The chief results of this research project accomplished are as follows:
1. Based upon a survey of female cross-dressing in children's books, including young adult novels, I have 
constructed a database of important cross-dressed female characters  in contemporary American and British 
children's literature.      2. I have made a survey of Japanese manga for girls, focusing on female cross-
dressing, and I created a database of important female cross-dressers.       3. I conducted research into 
feminist fairy tales and other gender-sensitive works which attempt to liberate the female characters from
 the restrictions of conventional gender-roles.   4. I made five conference presentations and am scheduled
 to make a presentation at a conference in June of 2014.       5. I have published two articles on female 
cross-dressing in journals. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究課題は、研究代表者が 10 年以上に
わたって従事している、児童文学、漫画、ア
ニメなどに見られるジェンダーを越境する
女性登場人物に関する研究の一環としての、
男装に関する研究の一部を構成するもので
ある。 
本研究を開始する時点で、研究代表者は、
ジェンダーを越境する女性登場人物に関す
る研究を続けており、その一部として、女性
登場人物の男装の研究を行っていた。研究論
文「少女漫画における男装――ジェンダーの
視点から――」（2002）の発表以来継続して
きたジェンダー越境装置としての男装に関
する研究の主たる対象は、男装の女性登場人
物を含む作品の数が比較的多い日本の少女
漫画であった。また、これと並行して、研究
代表者は、研究論文「Barbara Cartland, 
Tempted to Love――男装、ジェンダー、セ
クシュアリティ――」（2003）の執筆以降、
英米の大人向けおよび子ども向けの作品に
おける男装についても関心を持って研究を
行っていたが、英米の児童文学作品における
男装については、十分な研究を行うには至っ
ていなかった。 
女性登場人物の男装については、日本の少
女漫画における男装作品の数には及ばない
ものの、英米の児童文学においても、特に、
ティーンエイジャーを対象とするヤングア
ダルト文学作品において、男装の女性登場人
物を扱った作品が一定数存在し、現在でも依
然として創作され続けている。しかしながら、
英米の児童文学における男装に関するジェ
ンダーの視点からの本格的な研究は少数で
あるため、研究代表者は、英米の児童文学に
おける男装の研究の必要性を強く感じ、本研
究課題を計画した。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、主に 1950 年以降の英米
の児童文学作品（ヤングアダルト文学および
アニメなども含む）における女性登場人物の
男装の意味をジェンダーの観点から明らか
にするとともに、作品における男装という女
性登場人物のジェンダー越境装置が、時代の
変化による女性の社会進出の増加に伴って
いかなる変遷をとげているのかを可能な限
り解明することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、主に 1950 年代以降の英米の
児童文学・ヤングアダルト文学作品などのう
ち女性登場人物の男装を含む作品を対象に
調査研究を行う。調査の対象となる期間は、
女性の社会進出がそれほど容易ではなかっ

た時期から 1960 年代以降の第二波フェミニ
ズムと呼ばれる女性運動を経て、女性の社会
進出が珍しくなくなった現代までの変動の
期間である。 
作品における女性登場人物の男装の意味
を分析するために、ジェンダー越境装置とし
ての男装を含む作品を中心に、収集と分析を
行うとともに、収集した作品における男装の
分類と特徴の抽出を行う。 
また、比較の対象として、男装の女性登場
人物を含む英米の小説・劇、および、男装の
女性が多く登場する日本の少女漫画、さらに
は英米のフェミニズム童話などにも考察を
加えるものとする。 
以上にもとづき、男装の女性像の分類と分
析を行い、男装の女性を扱った作品の理論的
考察を行う。さらに、児童文学作品における
男装の変遷の過程を可能な限り解明するこ
とを目指す。 
 
 
具体的な研究方法は以下の通りである。 
 
(1)   男装の女性主人公・登場人物を含む英            
米の児童文学・ヤングアダルト文学作
品などを収集する。 

 
(2)   入手した作品に目を通し、ジェンダー
の観点から、それぞれの作品における
男装の女性像を調査・分析し、データ
を集約する。その後、調査した作品の
中から、男装の女性のデータとして特
に重要と思われる作品を抽出する。 

 
(3)  比較検討の対象として、必要に応じて
男性の女装を扱った作品、男装を扱っ
た小説や少女漫画などを収集し、調
査・分析する。 

 
(4)   比較対照のため、フェミニズム童話を
始めとする、男装以外の手段で女性登
場人物のジェンダー越境やエンパワ
ーメントを達成する作品を収集し、調
査・分析する。 

 
(5)   (1)(2)(3)(4)と並行して、本研究の関
連図書および文献の収集と分析を行
う。収集する関連図書・文献の分野は
主として以下の通りである。児童文学
理論、ジェンダー論、フェミニズム、
女性史、男装・女装関連、服飾史、現
代史、文化史、社会学、社会理論など。 

 
(6)   (1)(2)(3)(4)(5)にもとづき、男装の
女性像の分類と分析を行い、女性登場
人物の男装がどのようなジェンダー
的な意味を持っているのかを、社会の
変化に伴う変化も視野に入れて、でき
る限り明らかにする。 

 



(7)   研究によって得られた成果を、段階的
に、論文や口頭発表などで公表する。 

 
(8)   研究成果の一部を、公開講座などを通
して社会に還元する。 

 
 
４．研究成果 
 
 本研究課題に関して、概ね、上記の研究方
法によって研究を行い、以下の研究成果をあ
げた。（「雑誌論文①」などの表記における番
号は、次項「５．発表論文等」において記載
した論文等の番号に対応している。） 
 
(1)  英米の男装を含む児童文学およびヤン
グアダルト文学作品などの収集を行い、
入手できた作品について、分析を行い、
ポイントとなると思われる作品を抽出
した。また、抽出した作品を中心に、
作品の内容の分析とデータベース化も
進めた。 

 
 
(2)  比較対照のため、男装を含む日本の少
女漫画、児童文学、ライトノベル、小
説、アニメ、ドラマなどの作品を収集
した。そして、入手した作品のうち、
重要と思われる作品について、内容の
分析とデータベース化を行った。 

 
(2)に関連した研究成果を含む主な研
究成果：  
雑誌論文②「「僕はかぐや姫」にお
ける「男装」」(2012)： 小説「僕はか
ぐや姫」における思春期の少女である
ヒロインによる男言葉の使用という
「修辞的男装」について分析した。 
学会発表①「ジェンダー越境の模
索――『おかあさま』における礼子の
「男装」を中心に――」(2014)： 少
女漫画黎明期に発表された『おかあさ
ま』における「僕／ぼく」と自称する
女性登場人物によって示されるジェン
ダー越境性について論じる。 
学会発表④   “The Reception of 

and the Reaction to Diana Coles’ The 
Clever Princess in Japan” (2012)： 
イギリスのフェミニズム童話 The 
Clever Princessにおけるジェンダーに
とらわれないヒロイン像の日本におけ
る受容について論じ、本作品のヒロイ
ン像と少女漫画における男装のヒロイ
ン像などとの比較対照を行った。 

 
 
(3)  比較検討のため、英米におけるフェミ
ニズム童話作品の収集と分析を行った。 

 
(3)に関連した研究成果の一部を含む

主な研究成果： 
 図書①『言語と文化の対話』
(2012)：イギリスのフェミニズム童話
The Clever Princessの日本への翻訳と
受容について論じた。 
 学会発表④ “The Reception of 

and the Reaction to Diana Coles’ The 
Clever Princess in Japan” (2012)): 
イギリスのフェミニズム童話 The 
Clever Princessにおけるジェンダーに
とらわれないヒロイン像の日本におけ
る受容について論じ、本作品のヒロイ
ン像と少女漫画における男装のヒロイ
ン像との比較対照を行った。 

 
 
(4)  比較検討のため、男装以外の方法で女
性登場人物にジェンダーを越境させる
ことを試みている日英米の作品の収集
と分析を行った。 

 
(4)に関連した研究成果を含む主な研
究成果：  
学会発表② “Spirited Away:  Is 

It More Than Just an Animated 
Version of The Marvelous Village 
Veiled in Mist?” (2013)： 『千と千尋
の神隠し』におけるジェンダーにとら
われない主体的で強いヒロインとその
成長について、『霧のむこうのふしぎな
町』との比較対照において分析した。 

  学会発表③  “Gender-Sensitive 
Representations of Boys and Girls in 
Contemporary Japanese Children's 
Books” (2012)：ジェンダーを排除しよ
うとする試みの見られる日本の絵本を
14冊取り上げ、それぞれのジェンダー
排除の方法を分析した。 
学会発表⑤「子どもの本などにお
けるジェンダーとジェンダー解消の試
み」(2012)）： 近年の絵本やアニメな
どに見られるジェンダーを排除しよう
とする試みについて論じた。 

 
 
(5)  研究課題の関連文献として、ジェンダ
ー論、女性史、現代史、文化史、男装、
女装、服飾、社会学、社会理論、児童
文学理論、漫画研究などに関する文献
を収集し、文化的社会的な背景を考察
した。 

 
 
(6) 国 内 外 の 学 会 に お い て 、 上 記
(1)(2)(3)(4)(5)の研究成果の一部を
含む内容の研究発表を行うとともに、
学会において多くの研究者と研究に関
する意見交換を行い、資料の収集を行
った。 

 



国際学会： The International 
Research Society for Children’s 
Literature (IRSCL) (2013、2011)、
2012 International Conference on 
Children's Literature (2012) 
国内学会：イギリス児童文学会
(2012)、日本語ジェンダー学会(2014、
2012)） 

 
 
(7)  現代の英米児童文学における重要な男
装作品であると思われる作品に関する
論文を公刊した。 

 
   (7)に関連した研究成果：  

雑誌論文①「Girl in Blueにおけ
る男装」(2014)：男装して南北戦争に従
軍する少女を主人公とするアメリカの
ヤングアダルト小説 Girl in Blueにお
ける男装の意味と男装がもたらすジェ
ンダー越境がヒロインに与える影響に
ついて論じた。また、男装作品として
の本作品の特徴についても論じた。 

 
 
(8)  大学の公開講座の講義および自治体の
市民向け講演を通して、研究成果の一
部を社会に還元した。 

 
(8)に関連した研究成果の一部の社会
への還元： 
 ①公開講座「児童文学と人生の選
択肢―ジェンダーと多文化主義の視点
から―」(2013) 
②講演「知らないうちにハマって
る？シンデレラの罠！」(2011)） 

 
 
以上の研究活動により、現代の英米の児童
文学における男装の意味について、多角的な
観点からある程度明らかにすることができ
た。また、社会の変化に伴う児童文学におけ
る男装の変遷についても、その概要を把握す
ることができた。今後は、本研究課題の研究
の遂行において得られた知見や研究成果を
集約した上で、さらなる研究を行い、総括的
な論考の構築を目指す予定である。 
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  谷口秀子「知らないうちにハマってる？
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